
第２分科会テーマ「地域とともにある学校づくり・学校を核とした地域づくりの推進」 

【学校・家庭・地域の連携協働】 

 

「笑顔と元気のタネをまこう」～子供たちの未来のためにつながる～ 

 

学校支援地域本部スーパーバイザー 

兼地域学校協働活動推進員  石橋 ひろみ 

                      仙台市立柳生小学校 教頭   水口 芳仁 

 

１．はじめに 

  『柳生・西中田キャンドルナイト』は、平成 30 年 12

月１日に初めて開催された。地域の方々全ての人が楽し

みながら参加することができるイベントがしたい、地域

の中ではイベントが少ない冬に何かイベントを行いた

い、という想いから『キャンドルナイト』が開催される

こととなった。 

 

２．具体的な取組（経過） 

  〇第１回「柳生キャンドルナイト」 

日時 … 平成 30年 12月１日（土） 

場所 … 柳生４丁目公園 

内容 … キャンドル点灯、ミニコンサート（柳生中合唱部による合唱 ・ PTAによるミュ

ージックベル演奏）、子供たちによるオタ芸発表 

〈スタッフ構成〉  

柳生子ども塾コーディネーター、柳生南町内会、柳生小学校、柳生小学校 PTA、柳生学区民

体育振興会、柳生市民センター、太白区中央市民センター 

※町内掲示板へのポスター掲示や回覧板でのイベント広報時に、町内会から協力を得る。 

 

  〇第２回「柳生・西中田キャンドルナイト」 

日時 … 令和元年 11月 30日（土） 

場所 … 西中田小学校 校庭 

内容 … キャンドル点灯、ミニコンサート（柳生中合唱部による合唱 ・ PTAによるミュ

ージックベル演奏 ・ プロの演奏家によるフルート演奏 ）、子供たちによるオ

タ芸発表、空手の形の発表、ブレイクダンス発表 

〈スタッフ構成〉 「中田西部地区の未来を育むプロジェクト実行委員会」が起ち上がる。 

中田西部町内会連合会会長、柳生小学校、西中田小学校、柳生中学校、柳生小学校 PTA、 

◇カップ数  2,500個 

◇来場者数  約 200名 

◇スタッフ数 約 150名 

◇カップ数  4,000個 

◇来場者数  約 600名 

◇スタッフ数 約 200名 



西中田小学校 PTA、柳生中学校 PTA、柳生小学校学校支援地域本部スーパーバイザー、西中

田こみこみスクールスーパーバイザー、柳生中学校学校支援コーディネーター、柳生子ど

も塾コーディネーター、西中田こみこみスクールコーディネーター、柳生児童館、西中田

児童館、西中田学区民体育振興会、柳生学区民体育振興会、中田西部地区民生委員会、柳

生南かやの木会、西中田児童館子育て支援「エルフィン」、柳生児童館子育て支援「めんこ

いっちゃ」、西中田小おやじの会、柳生３区西中田６区町内会、柳生市民センター、太白区

中央市民センター 

 

〇第３回「柳生・西中田キャンドルナイト」 

日時 … 令和２年 11月 28日（土） 

場所 … 柳生小学校 校庭 

内容 … キャンドル点灯、ミニコンサート（柳生子ども塾によるミュージックベル演奏） 

〈スタッフ構成〉 「中田西部地区の未来を育むプロジェクト実行委員会」 

中田西部町内会連合会会長、柳生小学校、西中田小学校、柳生中学校、柳生小学校 PTA、 

西中田小学校 PTA、柳生中学校 PTA、柳生小学校学校支援地域本部スーパーバイザー、西中

田こみこみスクールスーパーバイザー、柳生中学校学校支援コーディネーター、柳生子ど

も塾コーディネーター、西中田こみこみスクールコーディネーター、柳生児童館、西中田

児童館、西中田学区民体育振興会、柳生学区民体育振興会、中田西部地区民生委員会、柳

生南かやの木会、西中田児童館子育て支援「エルフィン」、柳生児童館子育て支援「めんこ

いっちゃ」、西中田小おやじの会、柳生小学校おやじの会、柳生３区西中田６区町内会、柳

生市民センター、太白区中央市民センター 

 

３．活動の成果 

  〇各団体が集まる機会が増え、顔を知ることができ、

また情報交換をすることで様々なタネを見つけるこ

とができた。 

  〇中学生の自主的参加が見られるようになり、中学生

から高齢者までという年齢幅の広い交流ができた。 

  〇地域の方々との関わりを通して、進んで挨拶や返事

をする児童が増えている。 

〇小学校の中では、児童の異学年交流が見られるようになった。（キャンドル製作時）。 

  〇３校での会場の持ち回りにより、互いの学校を知ることができた。 

 

４．今後の課題 

  〇スタッフの高齢化が進んでいる。そのため地域の未来を担う若者の参加を促し、10 年後、

20年後の地域づくりにつなげていく必要がある。 

◇カップ数  5,000個 

◇来場者数  約 830名 

◇スタッフ数 約 200名 


